
①管理運転点検の頻度
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○本マニュアルでは、一般点検設備は年１回の年点検と月１回の管理運転点検、簡易点検設備は年数回の管理運転点検を
基本とする。

○ただし、施設の老朽化度、専門家の意見、高潮等の発生状況等を踏まえ、海岸保全施設の適切な維持管理が確保できる場
合、点検頻度の変更を可能とする。

資料１－３

陸閘メーカーへのヒアリング

○本来、稼動施設は毎日管理運転を実施されることが望ましい。

○重要度の高い施設の場合、高潮・高波・出水等の発生頻度を考慮すると、管理運転の頻度として月１回は妥当である。

○管理運転の頻度を短くすることで、変状をより早期に発見することができ、設備の信頼度が向上する。

点検種類 堤防・護岸等

水門・陸閘等

土木構造物部分
設備部分

一般点検設備 簡易点検設備

一次点検 1回/5年程度 1回/5年程度 ― ―

二次点検
一次点検の結果
を踏まえて実施

一次点検の結果
を踏まえて実施

― ―

管理運転点検 ― － 1回/月 数回/年

年点検 ― － 1回/年 ―

（５）なお、海岸保全施設の適切な維持管理が可能な場合、施設の
老朽化度、高潮等の発生状況等を踏まえ、専門家の意見を聞
いた上で点検頻度を変更してよい。

表-4.1 施設毎の定期点検の種類と頻度

［マニュアル中の記載 p.35］［マニュアル中の記載 p.6］
２）「一般点検設備」と「簡易点検設備」

（略） 「簡易点検設備」は、開閉機構、背後地への影
響度等を勘案した上で、適切な維持管理を前提として、
点検・評価方法等を簡素化できる。

表-1.1 一般点検設備と簡易点検設備の分類例

設備の特徴（例） 設備の分類

・開閉機構が動力による設備
・複雑な開閉機構を持つ設備
・背後地への影響が大きい設備
・重要度が高い設備

一般点検設備

・上記以外の設備 簡易点検設備



②臨時点検における閉操作の必要性
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○遠隔操作式や自動起動式等の複雑な開閉機構を持つ水門・陸閘等は、開操作のみでは閉操作の確実性が確認できない。

○本マニュアルでは、複雑な開閉機構を持つ水門・陸閘等の設備については、高潮等の外力が作用した後に開操作とあわせて
閉操作も実施する。

陸閘メーカーへのヒアリング

○遠隔操作方式や自動起動方式等の複雑な機構を持つ水門・陸閘等は、開操作ができても閉操作ができない場合がある。

○具体的には、制御系統を持つ水門・陸閘等の設備は、開操作と閉操作でスイッチや電気回路等が異なるため、開閉操作の
異常の有無を確認するためには、開操作と閉操作の両方を実施する必要がある。

開操作に使用するスイッチ 閉操作に使用するスイッチ

（３）水門・陸閘等の設備の臨時点検は、簡易点検設備の管理運転点検の項目を実施する。また、高潮等の来襲時に水門・陸
閘等の閉操作とその後の開操作を実施し、その操作結果を適切に確認・記録した場合は、臨時点検の開閉操作とみなし
ても良いものとする。ただし、臨時点検において変状が確認された場合には、年点検に準じた点検を実施することとする。
なお、動力式の開閉機構を持つ水門・陸閘等については、高潮等の外力が作用した場合、高潮等の来襲後の開操作のみ
でなく閉操作についても併せて実施する必要がある。

［マニュアル中の記載 p.33］
臨時点検は、地震、津波、高潮、高波等の発生後に、施設の防護機能に影響を及ぼすような変状の発生の有無を把握する
ために実施するものとする。



③ライフサイクル算定ツール
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○国土技術政策総合研究所において、施設諸元、変状ランク等を入力することで簡易にライフサイクルコストの算定が可能な「海
岸保全施設のライフサイクルコスト算定ツール」を作成中（今年度中に公表予定）であり、本ツールの活用はライフサイクルコスト
を考慮した対策費用の算定に有効である。

LCC計算ツールの構成と入力方法
シートの名称、処理内容 入力する内容

①基本情報の入力 海岸名、地区名、施設名、建設年、計画開始年、管理目標

②点検結果入力 スパン別劣化ランク、空洞化の有無、空洞化対策範囲、電
気防食・鋼矢板残存年数（鋼矢板式のみ）

③点検結果集計表示 （入力作業なし）

④空洞化対策の条件入力 空洞化対策の工法別数量

⑤空洞化以外の対策の設定
・遷移率の設定
・修繕数量の算出
・修繕費用の算出

使用する遷移率の選択、修繕時期の設定（任意変更可）、
修繕工法の設定（任意変更可）

鋼矢板及び電気防食の対策の設定
（鋼矢板のみ）

修繕工法・時期の設定

⑥定常的な維持修繕費用の設定 点検等、定常的に発生する費用

⑦LCC計算
・計算した修繕費用の取りまとめ・表示

（入力作業なし）
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管理目標設定①

空洞化対策 空洞化以外の修繕 定常的な維持・修繕 累計

各年度の費用

各年度の費用を表示

LCC計算結果の例

５）ライフサイクルコストを考慮した対策費用の算定にあたっては、国土交通省 国土技術政策総合研究所（沿岸海洋・防災
研究部）が作成した「海岸保全施設のライフサイクルコスト算定ツール」が有効である。本ツールは、広く普及している
Microsoft Excel上で動作するものであり、施設諸元、変状ランク等を入力することで簡易にライフサイクルコストの計算が
可能である。また、工事単価の変更や修繕工種の選択等が行える。さらに、施設の劣化予測については、変状ランクの推
移確立（遷移率）が必要となるが、建設直後で劣化が進行していない施設等に対して遷移率の参考値を用いた計算が可
能である。

［マニュアル中の記載 p.103］



④水門・陸閘等の総合的健全度評価
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○水門・陸閘等の土木構造物部分の変状ランクにあわせて評価の内容を見直し。

p

設備部分の評価（※）

土木構造物部分の評価

・防護機能が低下する変状
・堤体の空洞化
・侵食によって基礎工等への影
響が生じるほどの砂浜の消失
・堰柱等の変状ランクがa

・変状ランクaであるが空洞化なし
・変状ランクbが8割程度
・堰柱等の変状ランクがb

・防護機能に影響のない変状
・堰柱等の変状ランクがc

・変状無し

設備部分の評価（※）

土木構造物部分の評価

×
措置
段階

△1
予防保
全段階

△2
予防保
全計画
段階

△3
要監視
段階

○
健全

・防護機能が低下する変状
・堤体の空洞化
・侵食によって基礎工等への影
響が生じるほどの砂浜の消失
・水門・陸閘等の機能に影響の
ある堰柱等の変状ランクがa

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

・部材の一部に変状があるが水
門・陸閘等の機能に影響なし
・水門・陸閘等の機能に影響の
ある堰柱等の変状ランクがb

Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

・防護機能に影響のない変状
・水門・陸閘等の機能に影響の
ある堰柱等の変状ランクがc

Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ

・変状無し Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｄ

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

表-5.17 一般点検設備を含む水門・陸閘等の総合的健全度評価の目安

［マニュアル中の記載 p.88］

（第４回委員会時）

（※）同一施設において設備毎に健全度が異なる場合、致命的部位の評価結果のうち、最も厳しい評価を「設備部分の
評価」として代表させる。



⑤海岸保全施設の適切な修繕等のあり方について
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変状連鎖メカニズムに沿った修繕等の代表的な対策工法

○平成２８年４月策定の「海岸保全施設の適切な修繕等のあり方について」では、堤防・護岸等における健全度評価毎に変状連鎖
メカニズムに沿った修繕等の基本的な考え方や代表的な対策工法とともに、修繕等の事例が整理されている。

［マニュアル中の
記載 p.104］

修繕等の事例

変状連鎖の
メカニズム

変状


